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精度管理とは
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 がん検診によってがん死亡を減少させるためには、
死亡率減少効果が科学的に証明されている検診
【正しいがん検診】を、適切な精度管理の下で実
施する【正しく行う】ことが重要。

 がん検診の事業評価を行うにあたっては、「事業
評価のためのチェックリスト」等により実施状況
を把握するとともに、がん検診受診率、要精検率、
精検受診率等の「プロセス指標」に基づく評価を
行うことが不可欠。

検診機関の調査実施状況

毎年度、県から集団検診機関８施設に対して調査
を実施し、調査結果については、検診機関に対し
てフィードバックするとともに、検診機関ごとの
回答及び評価を県ホームページで公表している。

集団
検診機関

令和７年度から、個別検診を実施する市町のうち、
調査協力を得られた一部市町と委託契約を締結し
ている検診機関を対象に調査を実施した。順次調
査対象を拡大し、全ての検診機関に対して調査を
実施することを目指す。なお、当面の間、調査結
果については非公表とする。

個別
検診機関

【精度管理のイメージ】



令和８年度調査対象（案）

・複数市町が同一医療機関と契約している場合には、施設所在地の市町を調査対応窓口とする。
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計市貝町真岡市野木町上三川町(下野市)小山市

５１４胃がん（X線）

６１５胃がん（内視鏡）

２０１８１１(２２)大腸がん

１１１１肺がん

１２１６１(４)４乳がん

５４４６９３１(２６)４計

○検診機関数見込み（延べ施設数） 調査拡充部分

【対象市町】
• 昨年度の対象市町については、原則として継続して調査を実施することとし、新たに調査への協力意向が示された市貝町を対象に
追加する。

• 下野市は、課題整理等のため今年度の調査実施は見送る意向が示されている。

【対象がん種】
• 対象医療機関数の拡充を図るため、新たに胃がんを調査対象に追加する。



調査のスキーム

県 市町
個別検診
機関

がん検診
部会

郡市医師会
外部委託
機関

①調査依頼

②地域で統一している項
目や検診機関単独で回答
できない項目を調整

③②を踏まえ
て調査依頼

④必要に応じて
回答の確認⑥結果の報告

⑦助言・
指導

⑧結果のフィードバック
（助言・指導）

⑤調査回答（電子申請）

⑧結果のフィードバック
（助言・指導）
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令和８年度
７月 調査対象医療機関の把握（県→市町）
９月 調査開始（県→市町→検診機関）
12月 個別検診機関からの回答期限（検診機関→県）
３月 結果とりまとめと回答状況の共有（県→市町）

令和９年度
７月 栃木県がん対策推進協議会がん検診部会への報告と評価の検討（県）
８月 市町及び検診機関への結果のフィードバック（県→市町→検診機関）

調査のスケジュール



県の役割
• 調査の実施
• 市町への調査依頼
• 回答の回収・集計（栃木県電子申請システム）
• 栃木県がん対策推進協議会がん検診部会への報告
• 市町へのフィードバック
• 調査実施課題や結果の公表方法等の検討

市町の役割
• 個別検診実施機関への調査依頼
• 市町で回答を統一できる項目の調整
※郡市医師会を経由して実施する場合には、郡市医師会と調整

• 県から送付された結果の個別検診機関へのフィードバック

個別検診機関の役割
• 調査への回答
• 調査結果をもとにした検診体制の改善

郡市医師会の役割
• 市町、個別検診機関との調整
• 調査結果をもとにした検診体制の改善

県・市町・個別検診機関等の役割
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